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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディジタル変調されたシングルキャリア信号を受信して等化する等化フィルタと、この
受信信号の検出パスタイミングの伝送路推定値である検出パス伝送路推定値とその隣接パ
スタイミングの伝送路推定値である隣接パス伝送路推定値とを並べた伝送路応答ベクトル
を用いて、前記等化フィルタの等化ウェイトを計算するウェイト計算部とを含む等化装置
であって、
　前記等化ウェイトの計算に使用する、前記受信信号と前記検出パスの伝送路推定値とを
用いて推定した雑音電力Ｎ0を、前記検出パス伝送路推定値と前記隣接パス伝送路推定値
とにより生成された補正係数βにより補正し、補正した雑音電力βＮ0を得る雑音電力補
正手段を含み、
　前記ウェイト計算部は、前記伝送路応答ベクトルと前記補正した雑音電力を用いて、最
小平均自乗誤差法により、前記等化ウェイトを計算するものであり、
　前記検出パス伝送路推定値と前記隣接パス伝送路推定値とにより前記補正係数βを生成
する手段は、
　前記検出パス伝送路推定値及び前記隣接パス伝送路推定値からそれぞれ検出パス伝送路
電力及び隣接パス伝送路電力を算出して両者を加算する電力加算手段と、
　この加算電力を前記検出パス伝送路電力で正規化する正規化手段と、
　この正規化された伝送路電力に所定係数を乗算して前記補正係数βを生成する乗算手段
と
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　を有することを特徴とする等化装置。
【請求項２】
　ディジタル変調されたシングルキャリア信号を受信し、検出パスタイミングとその隣接
パスタイミングの伝送路推定値を並べた伝送路応答ベクトルを用いて等化ウェイトを計算
する等化装置において、
　オーバサンプルされた受信信号に含まれるパイロット信号を用いて、Ｌ（Ｌは１以上の
整数）パスのタイミングを検出するパスタイミング検出部と、
　前記検出パスタイミングにおける伝送路推定値を推定する検出パス伝送路推定部と、
　前記検出パスタイミングから前後Ｎps（Ｎpsは１以上の整数）サンプルの隣接パスタイ
ミングにおける伝送路推定値を推定する隣接パス伝送路推定部と、
　前記検出パスと隣接パスの伝送路推定値に基づき、伝送路応答ベクトルを生成する伝送
路応答ベクトル生成部と、
　前記受信信号と前記検出パスの伝送路推定値を用いて、雑音電力Ｎ0 を推定する雑音電
力推定部と、
　前記検出パスと隣接パスの伝送路推定値に相当する雑音電力となるように補正係数βを
計算する補正係数計算部と、
　前記雑音電力推定部で推定した雑音電力Ｎ0 と前記補正係数計算部で計算した補正係数
βを用いて、補正した雑音電力βＮ0 を計算する雑音電力補正部と、
　前記伝送路応答ベクトルと前記補正した雑音電力を用いて、最小平均自乗誤差法により
、等化ウェイトを計算するウェイト計算部と、
　前記等化ウェイトで前記受信信号の等化を行う等化フィルタと
　を含み、
　前記補正係数計算部は、
　前記検出パス伝送路推定部で推定した伝送路推定値から検出パスの伝送路電力を計算す
る検出パス伝送路電力計算部と、
　前記隣接パス伝送路推定部で推定した伝送路推定値から隣接パスの伝送路電力を計算す
る隣接パス伝送路電力計算部と、
　前記検出パス伝送路電力計算部と前記隣接パス伝送路電力計算部で計算した検出パスと
隣接パスの伝送路電力を加算する伝送路電力加算部と、
　前記伝送路電力加算部で加算した検出パスと隣接パスの伝送路電力を前記検出パス伝送
路電力計算部で計算した検出パスの伝送路電力で正規化する伝送路電力正規化部と、
　前記伝送路電力正規化部で正規化した伝送路電力に補正係数Ｋ（Ｋは任意の実数）を乗
算する補正係数乗算部
　を有することを特徴とする等化装置。
【請求項３】
　前記ウェイト計算部および前記等化フィルタは、周波数領域の信号処理で行うことを特
徴とする請求項１又は２に記載の等化装置。
【請求項４】
　前記ウェイト計算部および前記等化フィルタは、時間領域の信号処理で行うことを特徴
とする請求項１又は２に記載の等化装置。
【請求項５】
　ディジタル変調されたシングルキャリア信号を受信して等化フィルタにより等化するス
テップと、この受信信号の検出パスタイミングの伝送路推定値である検出パス伝送路推定
値とその隣接パスタイミングの伝送路推定値である隣接パス伝送路推定値とを並べた伝送
路応答ベクトルを用いて、前記等化フィルタの等化ウェイトを計算するウェイト計算ステ
ップとを含む等化方法であって、
　前記等化ウェイトの計算に使用する、前記受信信号と前記検出パスの伝送路推定値とを
用いて推定した雑音電力Ｎ0を、前記検出パス伝送路推定値と前記隣接パス伝送路推定値
とにより生成された補正係数βにより補正し、補正した雑音電力βＮ0を得る雑音電力補
正ステップを含み、
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　前記ウェイト計算ステップは、前記伝送路応答ベクトルと前記補正した雑音電力を用い
て、最小平均自乗誤差法により、前記等化ウェイトを計算するものであり、
　前記検出パス伝送路推定値と前記隣接パス伝送路推定値とにより前記補正係数βを生成
するステップは、
　前記検出パス伝送路推定値及び前記隣接パス伝送路推定値からそれぞれ検出パス伝送路
電力及び隣接パス伝送路電力を算出して両者を加算する電力加算ステップと、
　この加算電力を前記検出パス伝送路電力で正規化する正規化ステップと、
　この正規化された伝送路電力に所定係数を乗算して前記補正係数βを生成する乗算ステ
ップと
　を有することを特徴とする等化方法。
【請求項６】
　ディジタル変調されたシングルキャリア信号を受信し、検出パスタイミングとその隣接
パスタイミングの伝送路推定値を並べた伝送路応答ベクトルを用いて等化ウェイトを計算
する等化方法において、
　オーバサンプルされた受信信号に含まれるパイロット信号を用いて、Ｌ（Ｌは１以上の
整数）パスのタイミングを検出するステップと、
　前記検出パスタイミングにおける伝送路推定値を推定する検出パス伝送路推定ステップ
と、
　前記検出パスタイミングから前後Ｎps（Ｎpsは１以上の整数）サンプルの隣接パスタイ
ミングにおける伝送路推定値を推定する隣接パス伝送路推定ステップと、
　前記検出パスと隣接パスの伝送路推定値に基づき、伝送路応答ベクトルを生成するステ
ップと、
　前記受信信号と前記検出パスの伝送路推定値を用いて、雑音電力Ｎ0 を推定するステッ
プと、
　前記検出パスと隣接パスの伝送路推定値に相当する雑音電力となるように補正係数βを
計算する補正係数計算ステップと、
　前記雑音電力Ｎ0 と前記補正係数βを用いて、補正した雑音電力βＮ0 を計算するステ
ップと、
　前記伝送路応答ベクトルと前記補正した雑音電力を用いて、最小平均自乗誤差法により
、等化ウェイトを計算するステップと、
　前記等化ウェイトで前記受信信号の等化を行うステップ
　を有し、
　前記補正係数計算ステップは、
　前記検出パス伝送路推定ステップで推定した伝送路推定値から検出パスの伝送路電力を
計算する検出パス伝送路電力計算ステップと、
　前記隣接パス伝送路推定ステップで推定した伝送路推定値から隣接パスの伝送路電力を
計算する隣接パス伝送路電力計算ステップと、
　前記検出パス伝送路電力計算ステップと前記隣接パス伝送路電力計算ステップで計算し
た検出パスと隣接パスの伝送路電力を加算する伝送路電力加算ステップと、
　前記伝送路電力加算ステップで加算した検出パスと隣接パスの伝送路電力を前記検出パ
ス伝送路電力計算ステップで計算した検出パスの伝送路電力で正規化する伝送路電力正規
化ステップと、
　前記伝送路電力正規化ステップで正規化した伝送路電力に補正係数Ｋ（Ｋは任意の実数
）を乗算する補正係数乗算ステップ
　を有することを特徴とする等化方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は等化装置および等化方法に関し、時間領域の伝送路推定に基づく伝送路応答ベ
クトルを用いて、最小平均自乗誤差法（ＭＭＳＥ：Ｍｉｎｉｍｕｍ　Ｍｅａｎ　Ｓｑｕａ
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ｒｅ　Ｅｒｒｏｒ）により等化ウェイトを計算し、受信信号の等化を行う等化装置および
等化方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　次世代移動通信の無線通信方式では、高速データ伝送を実現することが重要であるが、
データ速度が速くなるとマルチパスによるシンボル間干渉すなわちマルチパス干渉が問題
となる。このマルチパス干渉を抑圧する方法には種々の方法があるが、比較的簡易な方法
に線形等化器があり、この等化処理を周波数領域で行う周波数イコライザが提案されてい
る。例えば、先行技術文献１（Ｄ．Ｆａｌｃｏｎｅｒ，Ｓ．Ｌ．Ａｒｉｙａｖｉｓｉｔａ
ｋｕｌ，Ａ．Ｂｅｎｙａｍｉｎ－Ｓｅｅｙａｒ，ａｎｄ　Ｂ．Ｅｉｄｓｏｎ，“Ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　Ｄｏｍａｉｎ　Ｅｑｕａｌｉｚａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｓｉｎｇｌｅ－Ｃａｒ
ｒｉｅｒ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，”ＩＥＥＥ　Ｃｏ
ｍｍｕｎ．Ｍａｇ．，ｖｏｌ．４０，ｎｏ．４，ｐｐ．５８－６６，Ａｐｒ．２００２．
）を参照されたい。
　図１は、上記先行技術文献１に記載された周波数イコライザを先行技術文献２（松本、
吉田、後川、“ＨＳＤＰＡ端末用ＭＭＳＥチップ等化器における高精度チャネル分離法の
検討、”２００５年信学総大、Ｂ－５－１２０．）に記載された複数パスサンプル法を適
用した従来の等化装置の構成の一例を示す。従来の等化装置は、受信アンテナ１、パスタ
イミング検出部２、検出パス伝送路推定部３、隣接パス伝送路推定部４、伝送路応答ベク
トル生成部５、直並列（Ｓ／Ｐ）変換部６，１０、高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Ｆａｓｔ
　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）部７，１１、ウェイト計算部８、ガードインタ
ーバル（ＧＩ）除去部９、等化フィルタ１２、高速逆フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Ｉｎｖｅ
ｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）部１３、並直列（Ｐ／Ｓ）変
換部１４、雑音電力推定部１５で構成される。
　複数パスサンプル法を適用した等化装置では、各パスを複数の伝送路推定値サンプルで
表すことにより、パスが近接して存在する環境での等化特性を改善すると共に、パスタイ
ミング誤差に耐性を有するという特徴がある。
　受信アンテナ１は、ディジタル変調されたシングルキャリア信号を受信する。パスタイ
ミング検出部２は、オーバサンプルされた受信信号を入力とし、受信信号に含まれるパイ
ロット信号を用いて、複数のパスのタイミングを検出する。タイミングを検出する方法と
しては、受信信号に含まれるパイロット信号と既知のパイロット信号系列とのスライディ
ング相関検出結果に基づいて、レベルの大きい複数のパスのタイミングを検出する方法な
どが用いられる。検出パス伝送路推定部３は、オーバサンプルされた受信信号とパスタイ
ミング検出部２で検出したパスタイミングを入力とし、受信信号に含まれるパイロット信
号を用いて、検出パスのタイミングにおける伝送路推定値を推定する。
　隣接パス伝送路推定部４は、オーバサンプルされた受信信号とパスタイミング検出部２
で検出したパスタイミングを入力とし、受信信号に含まれるパイロット信号を用いて、検
出パスタイミングから前後複数のタイミング（隣接パスタイミング）における伝送路推定
値を推定する。伝送路応答ベクトル生成部５は、検出パス伝送路推定部３と隣接パス伝送
路推定部４で推定した伝送路推定値を入力とし、伝送路応答ベクトルを生成する。
　図２は、伝送路応答ベクトル生成部５における伝送路応答ベクトルの生成の様子を示す
図である。実線が検出パスタイミングにおける伝送路推定値、破線が隣接パスタイミング
における伝送路推定値を示している。検出パスタイミングと隣接パスタイミングの伝送路
推定値（複数パスサンプルの伝送路推定値）を並べることにより、伝送路応答ベクトルが
生成される。
　Ｓ／Ｐ変換部６は、伝送路応答ベクトル生成部５で生成した伝送路応答ベクトルをＳ／
Ｐ変換する。ＦＦＴ部７は、Ｓ／Ｐ変換部６で変換した伝送路応答ベクトルを入力とし、
周波数領域に変換した伝送路推定値を出力する。雑音電力推定部１５は、オーバサンプル
された受信信号と検出パス伝送路推定部３で推定した伝送路推定値を入力とし、雑音電力
を推定する。
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　ウェイト計算部８は、ＦＦＴ部７の出力である周波数領域の伝送路推定値と雑音電力推
定部１５で推定した雑音電力を入力とし、最小平均自乗誤差法（ＭＭＳＥ）により、等化
フィルタのウェイトを計算する。ＦＦＴ部７で伝送路応答ベクトルを周波数領域に変換し
たサブキャリアｆにおける伝送路推定値をＨ（ｆ）とすると、等化フィルタのウェイトＷ
（ｆ）は、以下の数式（１）で表される。

ここで、＊は複素共役を示し、Ｎ０は雑音電力推定部１５で推定した雑音電力を表す。
　ＧＩ除去部９は、オーバサンプルされた受信信号を入力とし、ＧＩに相当する部分の受
信信号を除去する。Ｓ／Ｐ変換部１０は、ＧＩ除去部９でＧＩを除去した受信信号をＳ／
Ｐ変換する。ＦＦＴ部１１は、Ｓ／Ｐ変換部１０で変換した受信信号を入力とし、周波数
領域に変換する。等化フィルタ１２は、ウェイト計算部８で計算した等化ウェイトとＦＦ
Ｔ部１１で周波数変換した受信信号を入力とし、周波数領域で受信信号の等化を行う。
　ＩＦＦＴ部１３は、等化フィルタ１２の出力である周波数領域の等化信号を入力とし、
ＩＦＦＴを用いて、時間領域に変換する。Ｐ／Ｓ変換部１４は、時間領域に変換した信号
をＰ／Ｓ変換し、復調信号を出力する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の等化装置では、次のような問題点がある。ウェイト計算部８において、等化フィ
ルタのウェイト計算に使用する雑音電力は、オーバサンプルされた受信信号と検出パス伝
送路推定部３で推定した伝送路推定値から計算した雑音電力を用いている。しかし、複数
パスサンプル法のように検出パス伝送路推定部３と隣接パス伝送路推定部４で推定した伝
送路推定値を並べることにより生成した伝送路応答ベクトルを用いて等化ウェイトを計算
する場合にはＭＭＳＥウェイトの精度がずれ、等化性能が劣化するという問題がある。
　本発明の目的は、検出パスタイミングとその隣接パスタイミングの伝送路推定値を並べ
た伝送路応答ベクトルを用いて等化ウェイトを計算する等化装置において、正確なＭＭＳ
Ｅ制御を行って、優れた等化特性を実現できる等化装置および等化方法を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の第１の態様に係る等化装置は、ディジタル変調されたシングルキャリア信号を
受信して等化する等化フィルタと、この受信信号の検出パスタイミングの伝送路推定値（
検出パス伝送路推定値）とその隣接パスタイミングの伝送路推定値（隣接パス伝送路推定
値）とを並べた伝送路応答ベクトルを用いて、前記等化フィルタの等化ウェイトを計算す
るウェイト計算部とを含む等化装置であって、前記等化ウェイトの計算に使用する雑音電
力を、前記検出パス伝送路推定値と前記隣接パス伝送路推定値とにより生成された補正係
数により補正する手段を含むことを特徴とする。
　本発明の第２の態様に係る等化装置は、ディジタル変調されたシングルキャリア信号を
受信し、検出パスタイミングとその隣接パスタイミングの伝送路推定値を並べた伝送路応
答ベクトルを用いて等化ウェイトを計算する等化装置において、オーバサンプルされた受
信信号に含まれるパイロット信号を用いて、Ｌ（Ｌは１以上の整数）パスのタイミングを
検出するパスタイミング検出部と、この検出パスタイミングにおける伝送路推定値を推定
する検出パス伝送路推定部と、前記検出パスタイミングから前後Ｎｐｓ（Ｎｐｓは１以上
の整数）サンプルの隣接パスタイミングにおける伝送路推定値を推定する隣接パス伝送路
推定部と、前記検出パスと隣接パスの伝送路推定値に基づき、伝送路応答ベクトルを生成
する伝送路応答ベクトル生成部と、前記受信信号と前記検出パスの伝送路推定値を用いて



(6) JP 4582354 B2 2010.11.17

10

20

30

40

50

、雑音電力Ｎ０を推定する雑音電力推定部と、前記検出パスと隣接パスの伝送路推定値に
相当する雑音電力となるように補正係数βを計算する補正係数計算部と、前記雑音電力推
定部で推定した雑音電力Ｎ０と前記補正係数計算部で計算した補正係数βを用いて、補正
した雑音電力βＮ０を計算する雑音電力補正部と、前記伝送路応答ベクトルと前記補正し
た雑音電力を用いて、最小平均自乗誤差法により、等化ウェイトを計算するウェイト計算
部と、前記等化ウェイトで前記受信信号の等化を行う等化フィルタとを含むことを特徴と
する。
　本発明の第３の態様に係る等化方法は、ディジタル変調されたシングルキャリア信号を
受信して等化フィルタにより等化するステップと、この受信信号の検出パスタイミングの
伝送路推定値（検出パス伝送路推定値）とその隣接パスタイミングの伝送路推定値（隣接
パス伝送路推定値）とを並べた伝送路応答ベクトルを用いて、前記等化フィルタの等化ウ
ェイトを計算するウェイト計算ステップとを含む等化方法であって、前記等化ウェイトの
計算に使用する雑音電力を、前記検出パス伝送路推定値と前記隣接パス伝送路推定値とに
より生成された補正係数により補正する補正ステップを含むことを特徴とする。
　本発明の第４の態様に係る等化方法は、ディジタル変調されたシングルキャリア信号を
受信し、検出パスタイミングとその隣接パスタイミングの伝送路推定値を並べた伝送路応
答ベクトルを用いて等化ウェイトを計算する等化方法であって、オーバサンプルされた受
信信号に含まれるパイロット信号を用いて、Ｌ（Ｌは１以上の整数）パスのタイミングを
検出し、前記検出パスタイミングにおける伝送路推定値を推定し、前記検出パスタイミン
グから前後Ｎｐｓ（Ｎｐｓは１以上の整数）サンプルの隣接パスタイミングにおける伝送
路推定値を推定し、前記検出パスと隣接パスの伝送路推定値に基づき、伝送路応答ベクト
ルを生成し、前記受信信号と前記検出パスの伝送路推定値を用いて、雑音電力Ｎ０を推定
し、前記検出パスと隣接パスの伝送路推定値に相当する雑音電力となるように補正係数β
を計算し、前記雑音電力Ｎ０と前記補正係数βを用いて、補正した雑音電力βＮ０を計算
し、前記伝送路応答ベクトルと前記補正した雑音電力を用いて、最小平均自乗誤差法によ
り、等化ウェイトを計算し、前記等化ウェイトで前記受信信号の等化を行うことを特徴と
する。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明によれば、検出パスタイミングとその隣接パスタイミングの伝送路推定値を並べ
た伝送路応答ベクトルを用いて等化ウェイトを計算する等化装置において、正確なＭＭＳ
Ｅ制御を行うために、等化フィルタのウェイト計算に使用する雑音電力を検出パス伝送路
推定値と隣接パス伝送路推定値に相当する雑音電力となるように補正を行い、等化フィル
タのウェイトを計算することで優れた等化特性を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　図１は従来の等化装置の一例を示す構成図である。
　図２は伝送路応答ベクトル生成部５における伝送路応答ベクトルの生成の様子を示す図
である。
　図３は本発明の等化装置の一実施例を示す構成図である。
　図４は本発明の補正係数計算部２０の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　次に、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。図３は、本発明の
等化装置の一実施例を示す構成図であり、図１と同等部分は同一符号にて示している。図
３に示されるように、本発明の等化装置は、受信アンテナ１、パスタイミング検出部２、
検出パス伝送路推定部３、隣接パス伝送路推定部４、伝送路応答ベクトル生成部５、Ｓ／
Ｐ変換部６、１０、ＦＦＴ部７、１１、ウェイト計算部８、ＧＩ除去部９、等化フィルタ
１２、ＩＦＦＴ部１３、Ｐ／Ｓ変換部１４、雑音電力推定部１５、補正係数計算部２０、
雑音電力補正部２１で構成される。
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　受信アンテナ１は、ディジタル変調されたシングルキャリア信号を受信する。パスタイ
ミング検出部２は、オーバサンプルされた受信信号を入力とし、受信信号に含まれるパイ
ロット信号を用いて、Ｌ（Ｌは１以上の整数）パスのタイミングを検出する。タイミング
を検出する方法としては、受信信号に含まれるパイロット信号と既知のパイロット信号系
列とのスライディング相関検出結果に基づいて、レベルの大きい複数のパスのタイミング
を検出する方法などが用いられる。
　検出パス伝送路推定部３は、オーバサンプルされた受信信号とパスタイミング検出部２
で検出したパスタイミングを入力とし、受信信号に含まれるパイロット信号を用いて、検
出パスのタイミングにおける伝送路推定値を推定する。隣接パス伝送路推定部４は、オー
バサンプルされた受信信号とパスタイミング検出部２で検出したパスタイミングを入力と
し、受信信号に含まれるパイロット信号を用いて、検出パスタイミングから前後Ｎｐｓ（
Ｎｐｓは１以上の整数）サンプルの隣接パスタイミングにおける伝送路推定値を推定する
。
　伝送路応答ベクトル生成部５は、検出パス伝送路推定部３と隣接パス伝送路推定部４で
推定した伝送路推定値を入力とし、検出パスタイミングと隣接パスタイミングの伝送路推
定値を並べることにより、伝送路応答ベクトルを生成する。Ｓ／Ｐ変換部６は、伝送路応
答ベクトル生成部５で生成した伝送路応答ベクトルをＳ／Ｐ変換する。ＦＦＴ部７は、Ｓ
／Ｐ変換部６で変換した伝送路応答ベクトルを入力とし、周波数領域に変換した伝送路推
定値を出力する。
　雑音電力推定部１５は、オーバサンプルされた受信信号と検出パス伝送路推定部３で推
定した伝送路推定値を入力とし、雑音電力Ｎ０を推定する。雑音電力の推定方法は種々の
方法があるが、本発明とは直接関係しないので、その詳細な構成および説明は省略する。
　補正係数計算部２０は、検出パス伝送路推定部３と隣接パス伝送路推定部４で推定した
伝送路推定値と補正係数Ｋ（Ｋは任意の実数）を入力とし、検出パス伝送路推定値と隣接
パス伝送路推定値に相当する雑音電力となるように補正係数βを計算する。雑音電力補正
部２１は、雑音電力推定部１５で推定した雑音電力Ｎ０と補正係数計算部２０で計算した
補正係数βを入力とし、補正した雑音電力βＮ０を計算する。
　図４は、補正係数計算部２０の構成を示すブロック図である。補正係数計算部２０は、
検出パス伝送路電力計算部３０、隣接パス伝送路電力計算部３１、伝送路電力加算部３２
、伝送路電力正規化部３３、補正係数乗算部３４で構成される。検出パス伝送路電力計算
部３０は、図３の検出パス伝送路推定部３で推定した伝送路推定値を入力とし、検出パス
の伝送路電力を計算する。隣接パス伝送路電力計算部３１は、図３の隣接パス伝送路推定
部４で推定した伝送路推定値を入力とし、隣接パスの伝送路電力を計算する。
　伝送路電力加算部３２は、検出パス伝送路電力計算部３０と隣接パス伝送路電力計算部
３１で計算した検出パスと隣接パスの伝送路電力を入力とし、検出パスと隣接パスの伝送
路電力を加算する。伝送路電力正規化部３３は、検出パス伝送路電力計算部３０で計算し
た検出パスの伝送路電力と伝送路電力加算部３２で加算した検出パスと隣接パスの伝送路
電力を入力とし、検出パスと隣接パスの伝送路電力を検出パスの伝送路電力で正規化（除
算）する。
　補正係数乗算部３４は、伝送路電力正規化部３３で正規化した伝送路電力と補正係数Ｋ
を入力とし、正規化した伝送路電力に補正係数Ｋを乗算することにより、検出パス伝送路
推定値と隣接パス伝送路推定値に相当する雑音電力となるように補正係数βを計算する。
パスｌ（１≦ｌ≦Ｌ）における検出パス伝送路推定値をｈｌ，０、隣接パス伝送路推定値
をｈｌ，ｎ（－Ｎｐｓ≦ｎ≦Ｎｐｓ）とすると、補正係数βは以下の数式（２）のように
求められる。
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　ウェイト計算部８は、ＦＦＴ部７の出力である周波数領域の伝送路推定値Ｈ（ｆ）と雑
音電力補正部２１で補正した雑音電力βＮ０を入力とし、最小平均自乗誤差法（ＭＭＳＥ
）により、等化フィルタのウェイトＷ（ｆ）を以下の数式（３）のように計算する。

　ＧＩ除去部９は、オーバサンプルされた受信信号を入力とし、ＧＩに相当する部分の受
信信号を除去する。Ｓ／Ｐ変換部１０は、ＧＩ除去部９でＧＩを除去した受信信号をＳ／
Ｐ変換する。ＦＦＴ部１１は、Ｓ／Ｐ変換部１０で変換した受信信号を入力とし、周波数
領域に変換する。等化フィルタ１２は、ウェイト計算部８で計算した等化ウェイトとＦＦ
Ｔ部１１で周波数変換した受信信号を入力とし、周波数領域で受信信号の等化を行う。Ｉ
ＦＦＴ部１３は、等化フィルタ１２の出力である周波数領域の等化信号を入力とし、ＩＦ
ＦＴを用いて、時間領域に変換する。Ｐ／Ｓ変換部１４は、時間領域に変換した信号をＰ
／Ｓ変換し、復調信号を出力する。
　以上に説明したように、本実施例では、等化フィルタのウェイト計算に使用する雑音電
力を検出パス伝送路推定値と隣接パス伝送路推定値に相当する雑音電力となるように補正
を行い、等化フィルタのウェイトを計算することで正確なＭＭＳＥ制御が可能であり、優
れた等化特性を実現することが可能である。
　本実施例では、時間領域の信号処理により伝送路応答ベクトルを生成し、周波数領域の
信号処理により等化を行う周波数イコライザについて述べているが、同様の伝送路応答ベ
クトルを用いて、時間領域の信号処理により等化を行うチップ等化器についても本発明は
適用できる。
　本発明は、送受信アンテナが各１本ずつであることを想定した等化装置として例示して
いるが、送受信アンテナがそれぞれ複数あるＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）方式においても本発明は適用できる。また、本発明は
移動通信システムの基地局無線装置および移動局無線装置のどちらにも適用できる。
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